
JANOG44@神⼾
最近のIPv4アドレスの分配・ASの分配
そしてWHOIS登録

2019年7⽉26⽇
JPOPF運営チーム (JPOPF-ST)

⽇本インターネットエクスチェンジ株式会社(JPIX)
中川あきら
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⽬次

• IPv4アドレス分配の動向

• AS分配の動向

• WHOIS正確性向上
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IPv4アドレスの枯渇
IPv4アドレスが枯渇し8年経ちました。

出典: ⽇本経済新聞
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Price of IPv4 Address

Source: IPv4Auctions.com      https://auctions.ipv4.global/prior-sales

as of Jun.23.2019

$24(\2,650)

$19(\2,100) 

⼿数料を 20% とすると
@$23(\2,500) - @$29(\3,180) 

/16 を買うと 1.6億〜2億円 !!

⼿数料含まず
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JPにおいて、まだIPv4の割り振りを受けられますか?

1組織あたり

/22+/22(=/21相当)を受けられました !!

出典: JPNICノベルティー @ JANOG43 甲府
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JPにおいて、まだIPv4の割り振りを受けられますか?

1組織あたり

/22+/22(=/21相当)を受けられました !!

「APNICにおける最後の
IPv4 /8 未割り振り在
庫」からの割り振り

最後の /8 (103/8) 
上限サイズ : /22

「JPNICに返却済みIPv4
アドレス在庫」からの割

り振り

JPNIC返却済み在庫
上限サイズ : /22

+
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Janog43@甲府 〜 44@神⼾ の期間中のこと

「APNICにおける最後の
IPv4 /8 未割り振り在
庫」からの割り振り

Final /8 (103/8) 
上限サイズ : /22

+

両⽅共、絞られました。

2019年7⽉3⽇(⽔)23:59

終了

Recovered Pool/23
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本⽇現在

「APNICにおける最後の
IPv4 /8 未割り振り在
庫」からの割り振り

Final /8 (103/8) 
上限サイズ : /23

春先の 1/4 となってます。
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⽬次

• IPv4アドレス分配の動向

• AS分配の動向

• WHOIS正確性向上
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AS割り当ての要件

割当を受けやすくなります。

ISP・DC・法⼈等

AS AS

AS割り当て
希望組織

ISP・DC・法⼈等

AS

AS割り当て
希望組織

マルチホームが必要 シングルホームで OK

現在 ⼿続き後

現在⼿続き中
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AS割り当てのためにマルチホームが不要な理由:

APNIC提案者の資料より (意訳)

• 現代のネットワークの信頼性が向上したため。

• マルチホームせずにASを必要とする組織が増えてきた
ため。
– コストを抑えたいため
– 上位回線を1本しか確保できない遠隔地の組織があるため
– 冗⻑を必要としないSLAを持つ事業者にとっては不要
– IPv6において、上位ISPを変更する際にリナンバーをしたくない

ため。

APNIC prop-128
https://www.apnic.net/wp-content/uploads/2019/01/prop-128-v001.txt

(補⾜)
4つ⽬は AS とは関係ない話・・・
PAアドレスを使っていると上位ISP変更時にリナン
バーを伴うが、PIアドレスを使っていれば AS を持っ
てBGPを使おうが Static だろうがリナンバを伴わない。
つまりAS とは関係なくアドレスの問題・・・
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⽬次

• IPv4アドレス分配の動向

• AS分配の動向

• WHOIS正確性向上
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WHOISとは

Internetで公開されている
・IPアドレス
・AS番号
・ドメイン名
の「登記簿」

WHOIS

正確な定義は JPNIC・JPRS等のWebサイトを参照
・JPNIC https://www.nic.ad.jp/ja/whois/
・JPRS https://jprs.jp/about/dom-search/whois/

本⽇扱う
WHOIS
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WHOISの分散管理 (IPアドレス・AS番号の例)

ARIN RIPE
NCC APNIC LACNIC AfriNIC

JPNIC IDNIC KISA

CNNICNIXI VNNIC

NIC
México LANIC

TWNIC

North America Europe Asia Pacific South America Africa

⽇本 Indonesia Korea

India Vietnam Taiwan China

Mexico Brazil

APNIC配下の
NIR(National Internet Registry) LACNIC配下のNIR

WHOISは、世界の各地域・各国で分散管理されている。
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(必要知識) IPアドレスの割り振りと割り当て

JPNIC

IP指定事業者

エンド
サイト

割り振り :
再分配するための分配

エンド
サイト・・・

割り当て :
ネットワークで
使⽤するための分配

割り振り

割り当て(*1)

割り当て(*2)

(*1) と(*2)の 違いは次スライド参照

割り当て(*1)

(⾃組織インフラ
での使⽤)

エンド
サイト
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(必要知識) PAアドレスとPIアドレス

IP指定事業者

割り振り

割り振り空間からの割り当て

(例) 2001:db8::/32

エンドサイト エンドサイト・・・

(例) 2001:db8::/48 (例) 2001:db8:ff00:/56

エンドサイト

(例) 2001:db8::/48

直接割り当て

PAアドレス
Provider Aggregatable Address
プロバイダ集成可能アドレス

PIアドレス
Provider Independent Address
プロバイダ⾮依存アドレス

JPNIC

割り振り空間
からの割り当て
(⾃社インフラ
での使⽤)
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(必要知識) AS番号の割り当て

IP指定事業者

割り当て
(例) AS64496

エンドサイト エンドサイト・・・ エンドサイト

(例) AS64497
割り当て

JPNIC

AS番号には
再分配の概念なし。
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割り振り/割り当てとAbuse問い合わせ先

Abuse 欄が存在するのは「割り振り情報」のみ。
「割り当て情報」が出てきたら、管理者連絡窓⼝⼜は技術連絡担当者に連絡する。
PA Address の場合、上位の指定事業者の Abuse 連絡先に問い合わせる⼿段もある。

JPNIC

割り振り情報

割り当て情報

指定
事業者

エンド
サイト

PA Address PI Address

[管理者連絡窓⼝]
[技術連絡担当者]
[Abuse] 

[管理者連絡窓⼝]
[技術連絡担当者] 

[管理者連絡窓⼝]
[技術連絡担当者] 割り当て情報
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検索結果が割り振り情報だった場合のAbuse対応
Network Information: [ネットワーク情報] 
[IPネットワークアドレス] 2001:0db8::/32
[ネットワーク名] [組織名] JPOPF指定事業者株式会社
[Organization] JPOPF LIR Co., Ltd. 
[管理者連絡窓⼝] JP12345678
[技術連絡担当者] JP87654321
[Abuse] abuse@example.com
[ネームサーバ] ns1.example.com 
[ネームサーバ] ns2.example.com 
<snip>

上位情報
----------
該当するデータがありません。
下位情報
----------
JPOPF 例⽰⽤組織 (JPOPF) [割り振り] 2001:0db8::1/56 

Abuse欄があるので
ここに問い合わせる。

JPNIC

割り振り

割り当て

割り当て割り当て IP指定
事業者

エンド
サイト

エンド
サイト

エンド
サイト
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Network Information: [ネットワーク情報] 
[IPネットワークアドレス] 2001:0db8::/56
[ネットワーク名] JPOPF
[組織名] JPOPFエンドサイト株式会社
[Organization] JPOPF End Site Co., Ltd. 
[管理者連絡窓⼝] JP12345678
[技術連絡担当者] JP87654321
[ネームサーバ] ns1.example.com 
[ネームサーバ] ns2.example.com 
<snip>

上位情報
----------
JPOPF指定事業者株式会社[割り振り] 2001:0db8::/32 
下位情報
----------
該当するデータがありません。

検索結果がPAアドレスの割り当て情報だった場合の対応

Abuse欄が無いので、
どちらかをWHOISで再検索する。
(再検索⽅法は次々スライド)

⼜は、

上位(IP指定事業者)の割り振り情報に
記載されている Abuse 連絡先に問い
合わせる。

JPNIC

割り振り

割り当て

割り当て割り当て IP指定
事業者

エンド
サイト

エンド
サイト

エンド
サイト
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Network Information: [ネットワーク情報] 
[IPネットワークアドレス] 2001:0db8:ff00::/48 
[ネットワーク名] JPOPF
[組織名] JPOPFエンドサイト株式会社
[Organization] JPOPF End Site Co., Ltd. 
[管理者連絡窓⼝] JP12345678
[技術連絡担当者] JP87654321
[ネームサーバ] ns1.example.com 
[ネームサーバ] ns2.example.com 
<snip>

上位情報
----------
該当するデータがありません。
下位情報
----------
該当するデータがありません。

検索結果がPIアドレスの割り当て情報だった場合の対応

Abuse欄が無いので、
どちらかをWHOISで再検索する。
(次スライド)

PIアドレスのため、
上位(IP指定事業者)が存在しない。

JPNIC

割り振り

割り当て

割り当て IP指定
事業者

エンド
サイト

エンド
サイト

エンド
サイト

割り当て
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管理者連絡窓⼝・技術連絡担当者を再検索
Network Information: [ネットワーク情報] 
[IPネットワークアドレス] 2001:0db8::/32
[ネットワーク名] [組織名] JPOPF指定事業者株式会社
[Organization] JPOPF LIR Co., Ltd. 
[管理者連絡窓⼝] JP12345678
[技術連絡担当者] JP87654321
[Abuse] abuse@example.com

Group Contact Information: [担当グループ情報]
[グループハンドル]  JP12345678
[グループ名] JPOPF
[Group Name] JPOPF
[電⼦メール] contact@example.com
[組織名] JPOPF指定事業者株式会社
[Organization] JPOPF LIR Co., Ltd. 
[部署] ポリシー部
[Division] Policy Div.
[電話番号]                      
[FAX番号]

Click

窓⼝の
・組織名
・電⼦メール
等が出てくる。

割り振り情報の
Abuse窓⼝は
メールアドレス
直書き
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世界の動向

各地域でWHOIS正確性向上のためのルールを検討・実装中。

RIR/NIR
(◯◯NIC)

RIR/NIR
の会員

① 検証メール (to: abuse@example.com )

② 回答

③ 回答が無いと
ペナルティー

APNIC等 ISP等

2001:db8::/32 の
Abuse 連絡先は

abuse@example.com

WHOIS
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WHOIS正確性向上 (APNICの例)
【検証プロセス】

1. 半年に1度の検証 !!
APNICよりIRT Objectに登録された“e-mail” 及び “abuse-mailbox”
宛に各2通のメールが送信されます。
1通⽬は検証⽤のURL
2通⽬には検証⽤のパスコード

2. 15⽇間レスポンス無し
→  MyAPNICに警告が表⽰

3. 30⽇間レスポンス無し
→  ・MyAPNICの機能が制限(IRT Objectに abuseが応答がない旨の

記載) 且つ
・親レコード(IPアドレスの登録情報)にabuse-c Objectが追加

(このabuce-c 宛に問い合わせが届いた際には、APNICからリ
ソースホルダーに対して⼿動で検証の要求が⾏われます。
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APNICにおけるWHOIS正確性向上実装状況

【スケジュール】

フェーズ1: 2019年6⽉30⽇より開始
再割当されたアドレスに紐づくものを除くIRT Objectに対して実施。

フェーズ2: 2019年12⽉より検証開始(予定) 
全てのIRT Objectに対して実施。
※ フェーズ1での不具合等はここで改修の予定。
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JPNIC においても
検証⽅法を検討しよう !!

検討の場は
JPOPM (JPNIC Open Policy Meeting)
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JPOPM36のご報告
• ⽇時 2019年6⽉21⽇ 13:15-17:30
• 場所 JPNIC (東京・神⽥)
• プログラム 提案1件 ・ 情報提供等のプレゼン 7件

[I] JP PDP (JPNICにおけるPolicy Development Process)解説 豊野 剛(JPOPF運営チーム)

[I] 初めてのAPNIC Policy SIG 中川 ⾹基(JPNIC)

[I] JPNICアップデート(統計情報) ⾓倉 教義(JPNIC)

[I] WHOIS教室 中川 あきら(JPOPF運営チーム)

[I] APNIC47・RIRレポート 鶴巻 悟(JPOPF運営チーム)
川端 宏⽣(JPNIC)

[I] JPNICアップデート(ポリシー実装) 川端 宏⽣(JPNIC)

[P] (036-01)JPNICにおけるWHOIS正確性向上の検証 鶴巻 悟(JPOPF運営チーム)

[I] 次回APNIC Proposalに関する事前意⾒交換(prop-130他) 鶴巻 悟(JPOPF運営チーム)

http://www.jpopf.net/JPOPM36Program
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JPOPM36 + Last Call 等を経ての決定事項

今後、以下の 2つの施策を進める。

JPNIC

割り振
り情報

割り当
て情報

指定
事業者

エンド
サイト

割り当
て情報

PA Address PI Address

[Abuse]欄が
ある場所

施策①
・Abuse連絡先メールを検証する
・WGを作り検証⼿段を検討する

施策②
・Abuse連絡先情報の追加を 検

討する
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Abuse問い合わせ先情報正確性向上WG（仮称）

• ⽬的
– Abuse問い合わせ先の正確性向上を図るために必要となる検査の⼿法、

検査対象等の検討を実施する。
– PIアドレスホルダに対する[Abuse]相当の問い合わせ先の正確性の向

上・維持管理⼿法の検討を実施する。

• ゴール
– JPOPFに対するWHOIS正確性向上のための施策案の報告。
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WGについて

• 検討の進め⽅
– 原則リモート会議による検討とする。地域の⽅、⼤歓迎 !!

• スケジュール＆マイルストーン
• 2019年 〜 7⽉ WGメンバの公募。
• 2019年 7⽉〜 9⽉ ⼀次案検討、JPNICによる課題抽出。
• 2019年10⽉〜11⽉ ⼆次案検討、JPOPM37にて中間報告。
• 2019年11⽉〜2020年2⽉ 報告書とりまとめ。
• 2020年3⽉以降 WGからJPOPFに対して報告書を提出。
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WGについて

• 参加⽅法
– contact [at] jpopf.net まで必要事項を記載の上お申し込みください。

• 組織名
• ⽒名
• 連絡先（メール）

皆様のご参加をお待ちしております！

2019年8⽉9⽇(⾦) 18:00〜
第1回WGを開催予定

私に直接でもオッケー !!
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ポリシープロセスに関する情報

• 番号資源ポリシーに関する議論のML
– MLへの参加⽅法

http://www.nic.ad.jp/ja/profile/ml.html#ipusers
–

• オープンポリシーフォーラム ホームページ
– http://www.jpopf.net/

• JPOPF-STに関するご質問・ご要望
–
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JPOPF


